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後の 40 年代後半、50 年代、60 年代ぐらいの商業政策、商店街支援方策のようなものが空













































 きょうお話するのは、特に 1950 年代の商店街の防火建築帯の話です。防火建築帯は基
本的に道路の両側に防火帯をつくって火事を防ぐ仕組みで、建築自体は単体で建ってしま
っているものも多いのですが、その中で共同建築についてその意義を考えたいと思います。 
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 最初は前提の話ですが、特に防火建築帯というのは 1952 年に法律ができ、その後 1961
年の防災街区造成法ができるまで主に建てられていく建築です。まさに 1950 年代を中心
に扱うわけですが、この 1950 年代という時代はいまの都市計画の構成が主に定まってい







 こういったタワービルも含め、そういうものができていくのが 1960 年代以降です。1960
年代にできた法律ですが、1961 年には特定街区制度といって、これは後に日本初の超高層
ビルと呼ばれる霞が関ビルをつくるために使われた制度です。そして容積地区制度ができ































































































 これらを前提として考える必要があります。地方都市では 3 階、4 階ぐらいのビルはか
なり画期的なことでしたし、東京の都心部でもせいぜい 10 階どまりでそれ以外はほぼ木











 ここに 3 つ実例として挙げられていまして、1 つは岡山商場という、いまはどうなって
いるのかわかりませんが、10 年ぐらい前に行ったときにはまだあった建築物です。岡山に
引揚者向けのマーケットができたのですが、それを建て替えて 1951 年に完成したもので
す。2 つ目が、先ほど写真で見せた京都の堀川アパートです。これは 1 つの下駄ばきアパ
ートです。もう 1 つ、これは私は見に行ったことがありませんが、福山市の銀南街という

























 特に 1950 年代後半ぐらいからまた各地で都市不燃化促進連合会や不燃都市建設促進協
議会といった団体ができていきます。これは、いずれも商工会議所が主体になっていきま
す。 
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れています。こういう店舗によって異なる間口や奥行というのが 1 つ特徴としてあります。 
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つくった建物ですから 1 つのビルとしてまとまっています。 

















開発法の前身の 1 つになりました。 
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（石淵） もう 1 つですが、その話は 1 枚目の都市計画としての水平か垂直かという
話と、その後の共同建築の不燃化の話がありますが、こことの接点はどのように捉え
られてるのかを教えていただきたいのですが。この水平・垂直という議論と、不燃化
運動で防火建築帯をつくり、共同建築ができると話と、この 2 つは接点が……。 
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（渡辺） あとは RIA です。 
 































（渡辺） あとは RIA です。 
 



























 まず防災建築街区ビルはということですが、お手元にお配りしました 5 年ぐらい前の建
築学会の資料には大きな間違いが 2 つほどありまして、まず 1 ページ目ですが、「防災建




が 1981 年に出している再開発の本がありまして、その建設省の調べでは「105 の都市で








そのぐらいの数で、施工区域面積もだいたい合計が 100 ヘクタールですから、1 棟あたり
の建物としてはだいたい 4,000 平米ぐらいのものだということです。これはかなり差があ
りますが、先ほどの防火建築帯の 1 つ 1 つの建物に比べると大きな面積だということがわ
かると思います。 
 ということで、論文で間違えていますのは、まず 541 ではなく、これでいうのであれば、

















 この一部は防火建築帯の建物で、これは 1960 年までは防火建築帯で建つわけですが、
この建物とそれ以外の建物はそれほど差はありせんから、そういう意味では防火建築帯と
防災建築街区は表から見るとあまり変わりません。 








そのぐらいの数で、施工区域面積もだいたい合計が 100 ヘクタールですから、1 棟あたり
の建物としてはだいたい 4,000 平米ぐらいのものだということです。これはかなり差があ
りますが、先ほどの防火建築帯の 1 つ 1 つの建物に比べると大きな面積だということがわ
かると思います。 
 ということで、論文で間違えていますのは、まず 541 ではなく、これでいうのであれば、

















 この一部は防火建築帯の建物で、これは 1960 年までは防火建築帯で建つわけですが、
この建物とそれ以外の建物はそれほど差はありせんから、そういう意味では防火建築帯と
防災建築街区は表から見るとあまり変わりません。 












































































































































 もう 1 つの駅前再開発型は、どちらかというと公共のインフラと一緒に入っているパタ
ーンで、併せて駅前広場や地下街、駐車場などいろいろ公共的なある種の動機がある中で
火がつくという形です。 
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その 2 つの大きな流れの中で、防災建築街区ビルが全国に展開していくようになります。 





































の奥の「銀座アスタ―」があるのが C-D ビルです。この 3 つのビルが 1 つの街区をなして
































の奥の「銀座アスタ―」があるのが C-D ビルです。この 3 つのビルが 1 つの街区をなして










し上げた 3 つのビルは、実は 1 つの立体となっています。1 階の平面図を見ると、まん中
に広場があり、通路があって 3 つに分かれていますが、2 階以上はワンフロアです。キャ
ッチレバーで廊下の面がつながっていて、全部回遊できるようになっている特殊なビルで
す。 
 ただ、一度に建ったわけではなく、ここに書いてあるとおり、建設時期としては 65 年、














































































































































































































































 それが 1 点目のお話です。 
 
（２）防災建築街区造成は不連続点、断絶点か？ 
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の所有としては、ここは 1 つのビルですが、この 3 つの、山岸、山口、山田、当初は「み
やまビル」になる予定だったのですが、この 3 人が 1 つのビルをつくって、そしてこの裏
はこの人が基本的にまとめていきます。実は、ここだけ反対運動がありましたので、この
へんの人たちは転出していきます。売った先ですが、ここだけは三菱銀行が買い取って、





































 いまの常識では 1 つにまとめてやればいいのですが、そういうことはやっていないとい
うことです。この銀行のほうは、ほかの店舗と一緒につくっていますが、完全にここを閉
じて、銀行は銀行でつくっています。 
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 いま、ここを建て替えると、西武と同じように 2 階ぐらいまでが商業ということで、こ
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923㎡ 7326㎡ ６/１ 竹中工務店 1965～66







































































































































































































































「Marolog - 端山龍麿 Official Blog -」、2013年2月26日より
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ないか・・・」
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